
 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          発 表 内 容 

1 3年理数科課題研究｢シロツメクサの葉

の形質と四つ葉の発現率の関係につい

て｣ 

2 家庭科我が家の防災 BOOK 

3 家庭科限られた食事を華やか

に！ 

4 家庭科 うまいもん甲子園参加   

5 津波サミット参加報告          

6 サイエンス部「シリケンイモリの研

究 3」      

7 サイエンス部 「具志頭海岸アリの分布」 

8 サイエンス部                 
｢地元の植物（月桃）の防カビ・防 
 腐効果の検証とその活用方法」 

9 外国語科                    
向陽高校紹介①（ビデオプロジェク
ト） 
向陽高校紹介②（ビデオプロジェク
ト） 

10 外国人観光客へのインタビュー 

11 国際性に富む人材育成留学事業 
長期留学  フィリピン（10 ヶ月） 

向陽高等学校研究推進部通信 

－真理を求めて世界へ羽ばたけ 

第 ３５ 号 

平成３０年 

 ２月５日発行 

     2 年生の感想より 
〇フィリピンの話恵まれた私はしっかり勉強したい。メリット・デ

メリット聞けて良かった。 

〇留学は楽しむだけでなく、目的が大切 

〇たくさんの人がいろんな事に挑戦していてすごいと思った。 

〇イモリやうまいもん甲子園がすごいと思います。ビデオもよく

できていた。 

〇アリの分類が面白かった。〇英語の発表はすごい 〇自分

も発表したい  

〇同学年の生徒の発表に驚いた。よかった 

〇自分も負けないよう頑張りたい 

〇すべての発表がよかった。楽しかった。いろいろありよかっ

た。 

〇防災リュックの大切さ、うまいもん、イモリ、アリなど

知れてよかった。 

〇向陽の中にもいろいろなジャンルの様々なテーマがあ

りすごいと感じた。〇サイエンス部はたくさんのコン

クールに出場しているが内容を聞けてすごい思った。 

〇向陽＝交際交流のイメージがサイエンス部など多分野

の活動がありよかった。 

   

 去る火曜日に向陽高校学習成果発表会を実施しました。様々な教科やサイエンス部で研究したことを堂々と発

表していました。また生徒たちの聞く態度も素晴らしく、皆大いに刺激を受けているようでした。これからは自

分の考えていることを論理的に表現する力が求められる時代です。1 年生は来年発表者になれるといいですね。 

       1 年生の感想（抜粋） 
〇上手いもん甲子園に出たいと思った。長期留学いくには今のままでは

だめだと思た。 

〇サイエンス部の活動がしれてよかった。地道でよかった。秀島君の発

表は人をひきつけよかった。 

〇うまいもん甲子園がコンビニで売られるのは尊敬する。 

〇限られた食事を華やかにとアリが印象的でした。 

〇たくさんの発表を聞き、地道な作業を積み重ねていると思った。(向陽

高校内でこのような研究が行われていることを知らなかった。聞けて良かった。 

〇発表者が上手で素晴らしい、アリと国文科のビデオプロジェクトが面白

かった。 

〇全体的に良かったが、月桃の防腐効果に興味を持ちました１。商品化

はすごい１ 

〇知らないことも(興味がなかった)ことも勉強になった。留学についてもメ

リット・デメリットも聞けてよかった。 
〇外国人にインタビューできるのはすごい。 

〇フィリピンが印象に残った。 

〇OIST とはなに？ 
〇調べる動機がはっきりし、詳しく調べ、結果をしっり考察していた。  〇向陽

高校はいろいろな活動があると聞いていたが発表を  聞いてわかった。

自分も参加したい。1年は慣れるのに時間がいっぱいで他の活動が出来

なかった。２年では参加したい。 
〇いろんな分野の発表が興味が持てた。英語発表は同級生とは思えな

いくらい良かった。 

〇各グループ深く調べられてよかった。特にアリは興味が持てた。英語

の紹介もよかった。 

〇気になることを実験→観察→結果→次の課題の流れで調べてわかり

やすかった。すごい。 

〇今回の発表から自分も日常の疑問や不思議を発見できる人に

なりたいと思った。 

〇サイエンス部の発表は興味をそそられ，おもしろかった。 

〇自分も機会があればこのような発表をしてみたいと思いま
す。〇英語が上手なのはいいな。 
〇津波サミットの発表で避難訓練を意味が無いと考えている割合が多いのにびっ

くりした。いつでも対処できるように行動したい。 
〇アリの研究と学校紹介のビデオがとてもおもしろかった。次も
楽しみです。 

 


